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『
宇
治
拾
遺
物
語
』
の
敬
語

―
―
地
の
文
の
尊
敬
語
―
―

『宇
治
拾
遺
物
語
』
の
敬
語
の
考
察
に
つ
い
て
は
佐
藤
武
新
ゃ
志
村
有
”
耐

氏
の
御
論
考
は
あ
る
も
の
の
、

「宇
治
拾
遺
物
語
』
の
尊
敬
語
に
つ
い
て
の
使

用
状
況
、
散
意
度
お
よ
び
敬
語
史
的
考
察
等
に
つ
い
て
は
、
明
ら
か
に
さ
れ
て

い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
そ
こ
で
こ
の
稿
で
は

『宇
治
拾
遺
物
語
』
の
尊
敬

語
を
調
査
し
考
察
す
る
事
に
よ
っ
て
、
こ
の
三
者
の
特
徴
を
明
ら
か
に
し
て
み

よ
う
と
思
う
。
調
査
対
象
と
す
る
尊
敬
語
は
地
の
文
の
活
用
語
に
限
定
し
、
名

詞
、
接
頭
語
、
接
尾
語
は
除
ぐ
事
に
す
る
。
但
し
、

「御
…
…
あ
り
」
は
調
査

対
象
に
入
れ
る
事
に
す
る
。
又
、
心
話
は
調
査
対
象
か
ら
除
く
事
に
す
る
。
本

文
に
つ
い
て
は
吉
本
系
と
流
布
本
系
と
が
あ
り
、
古
本
系
の
方
が
善
本
で
あ
る

が
、
こ
こ
で
は
底
本
が
流
布
本
系
の
日
本
古
典
文
学
大
系
を
使
用
す
る
事
に
す

る
。
こ
れ
は
日
本
古
典
文
学
大
系
の

『宇
治
拾
遺
物
語
』
に
総
索
引

（清
文
堂

出
版
）
が
あ
り
便
利
で
あ
る
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。
但
し
、
考
察
時
に
本
文

の
問
題
が
出
て
来
た
時
に
は
、
古
本
系
の
本
文
も
参
照
す
る
事
に
す
る
。

泉

基

二

『宇
治
拾
遺
物
語
』
の
尊
敬
語

（
「る
」
。
「ら
る
」
に
つ
い
て
は
少
し
で
も

尊
敬
の
意
に
取
れ
る
も
の
は
す
べ
て
尊
敬
と
し
て
取
る
事
に
す
る
）
に
つ
い
て

調
査
し
整
理
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る

（
地
位
に
つ
い
て
は
そ
の
人
物
の
最
終

地
位
で
整
理
す
る
。
但
し
、
場
面
に
於
け
る
そ
の
人
物
の
地
位
と
の
関
係
が
必

要
に
な
っ
た
時
に
は
、
考
察
時
に
対
処
す
る
事
に
す
る
。
又
、
語
に
於
い
て
意

味
の
違
い
の
あ
る
も
の
お
よ
び
二
重
敬
語
の
も
の
は
そ
れ
ぞ
れ
分
け
て
整
理
す

昴
神
は
彎

（ る］
げ
）。
吹
く
）
…
堀
川
院

（
一
一
一〇

ｒ
）

い
ま
す

（単
独
・
い
る
）
…
仲
胤
少
僧
都

（
二
）
１

お
は
し
ま
す

（単
独

・
あ
る
、
い
る
）
…
仏

（
三
二
）
１
、
三
宝

・
仏
法
僧

（
三
六
）
１
、
地
蔵
菩
薩

（
四
五
）
１
、
熱
田
の
神

（
四
六
）
１
、
藤
原
伊

チ
・
太
政
大
臣
正
二
位

（
五
一
）
３
、
後
朱
雀
院

（
六
一一し

１
、
金
泥
の
経

一
巻

（
六
四
）
１
、
藤
原
頼
通
。
太
政
大
臣
従
一
位
の
子
息
達

（
七
一
）
１
、

博



白
川
天
皇
の
三
女

・
太
皇
太
后

（
七
五
）
４
、
殿
様
。
身
分
不
詳

（
七
七
）

劇
ｒ
・ 藤
噸
調
罰
酢

（ 太嘲
華
「
雌
一
樺
』
Ｍ
一
〓
〕
ｒ
勁
赫
釈 （
Ｍ

（ 二ｒ
】
）
け
ヽ

藤
原
忠
通
・
太
政
大
臣
従
一
位

（
一
〇
〇
）
１
、
毘
沙
門
天

（
一
〇
一
）
１
、

陽
成
院
（
一
〇
六
）
１
、
円
融
天
皇

（
一
二
一
）
１
、
自
川
法
皇

（
一
二
九
）

お
翼

知
澪

呵

※

諭

疵

魏

」
・５

一賃

お
は
す

（単
独
。
あ
る
、
い
る
）
…
源
師
時

・
権
中
納
言
正
三
位

（
六
）
１
、

龍
門
の
聖

（
七
）
１
、
源
雅
俊

・
権
大
納
言
正
三
位

（
一
一
）
１
、
僧
都
、

僧
正
、
上
薦

（
二
〇
）
１
、
源
光
？
・
右
大
臣
正
三
位

（
三
一し

１
、
藤
原

忠
家

。
大
納
言
正
二
位

（
三
四
）
１
、
大
僧
正
覚
獣

（
三
七
）
１
、
仏
画

（
三
八
）
１
、
藤
原
俊
綱
。
修
理
大
夫
正
四
位

（
四
六
）
１
、
藤
原
頼
通
・

太
政
大
臣
従

一
位
の
子
息

（
四
六
）
１
、
小
野
堂
。
従
三
位

（
四
九
）
１
、

藤
原
俊
綱

（
七
一
）
１
、　
一
乗
寺
僧
正
、
御
室
戸
僧
正

（七
八
）
１
、
僧
都

（八
二
）
３
、
藤
原
朝
成
。
中
納
言
従
二
位

（九
四
）
４
、
藤
原
実
頼
。
太
政

大
臣
従
一
位

（
九
七
）
１
、
普
賢
菩
薩

（
一
〇
四
）
１
、
静
観
僧
正

（
一
〇

五
）
１
、
宝
志
和
尚

（
一
〇
七
）
①
、
藤
原
良
房

。
太
政
大
臣
従
一
位

（
一

一
四
）
１
、
中
山
、
高
野
と
い
う
神

（
一
一
九
）
２
、
藤
原
実
資
。
右
大
臣

従

一
位

（
一
二
一
）
１
、
源
邦
正
・
左
京
大
夫
従
四
位

（
一
二
四
）
１
、
藤

原
兼
通
・
太
政
大
臣
従

一
位

（
一
二
四
）
１
、
藤
原
公
季
・
太
政
大
臣
従

一

位

（
一
四
一
）
１
、
増
賀
上
人

（
一
四
三
）
３
、
聖
宝
僧
正

（
一
四
四
）
１
、

国
守
・
五
位
の
子

（
一
六
五
）
１
、
慈
覚
大
師

（
一
七
〇
）
②
、
不
動
尊

（
一
七
〇
）
①
、
優
婆
堀
多

（
一
七
四
）
①
、
新
羅
国
の
后

（
一
七
九
）
①
、

藤
原
仲
平

・
左
大
臣
正
三
位

（
一
八
三
）
２
、
藤
原
基
経
。
太
政
大
臣
従
一

位

（
一
九
一
）
１
、
相
応
和
尚

（
一
九
三
）
２

お
は
す
（単
独
・
行
く
、
来
る
）
…
藤
原
公
季
・
太
政
大
臣
従
一
位

（
一
四
一
）

１
、
国
守
・
五
位
の
子

（
一
六
五
）
１
、
優
婆
堀
多

（
一
七
四
）
①
、
天
武

天
皇

（
一
八
六
）
３
、
孔
子

（
一
九
七
）
①

お
ぼ
し
め
す

（単
独
）
…
後
朱
雀
院

（
六
一一し

１
、
藤
原
忠
通
・
太
政
大
臣
従

一
位

（七
五
）
１
、
帝
釈
天

（
八
五
）
①
、
御
門

（九
一
）
①
、
藤
原
忠
通

（
一
〇
〇
）
２
、
醍
醐
天
皇

（
一
〇
一
）
２
、
清
和
天
皇

（
一
一
四
）
１
、

上
達
部
・
四
位
以
上

（
一
五
七
）
１
、
天
皇

（
一
六
五
）
１

お
ほ
す

（単
独
）
…
藤
原
頼
長
・
太
政
大
臣
従
一
位

（
七
二
）
１
、
蔵
人
頭

・

四
位

（
七
四
）
１
、
炎
魔
王

（
八
三
）
１
、
頭
中
将

・
蔵
人
頭
四
位

（
一
一

四
）
１
、
慈
恵
僧
正

（
一
三
九
）
１
、
武
宗

（
一
七
〇
）
①
、
文
徳
天
皇
の

后
の
側
近

（
一
九
三
）
１
、
不
動
明
王

（
一
九
三
）
１

お
ほ
す

（
「
お
ほ
せ
つ
か
は
す
し

‥
・醍
醐
天
皇

（
一
〇
一
）
１

お
ほ
す

（
「お
ほ
せ
ら
る
し

‥
・村
上
天
皇

（
一
九
）
１
、
熱
田
の
神

（
四
六
）

１
、
嵯
峨
天
皇

（
四
九
）
５
、
藤
原
道
長
・
太
政
大
臣
従
一
位

（
六
一
）
１
、

藤
原
頼
長
・
太
政
大
臣
従
一
位

（
七
二
）
１
、
鳥
羽
院

（
七
五
）
２
、
藤
原

忠
通
。
太
政
大
臣
従
一
位

（
七
五
）
１
、
藤
原
教
通

。
太
政
大
臣
従
一
位

（
八
一
）
１
、
昆
沙
門
天

（
八
八
）
１
、
加
茂
神
社
の
神

（
八
八
）
１
、
御

門

（
九
一
）
①
、
藤
原
頼
長

（
九
九
）
１
、
仏

（
一
〇

一
）
２
、
天
皇

（
一

二
〇
）
１
、
村
上
天
皇

（
一
二
四
）
１
、
源
頼
信
。
上
野
守
従
四
位

（
一
二

八
）
１
、
宇
多
院

（
一
五
一
）
２
、
武
宗

（
一
七
〇
）
①
、
天
武
天
皇

（
一

八
六
）
３
、
藤
原
基
経
。
太
政
大
臣
従
一
位

（
一
九
一
）
４

お
ほ
す

（
「お
は
す
」
＋
動
詞
＋

「
る
ｏ
ら
る
し

‥
・醍
醐
天
皇

（
二
〇
）
２
、

後
朱
雀
院

（
六
三
）
１
、
大
王

（
九
二
）
①
、
御
門

（
一
〇
七
）
①
、
自
川

法
皇

（
一
二
九
）
１



お
ぼ
す

（
「
お
ぼ
さ
る
し

‥
・宇
多
院

（
一
五
一
）
１

お
ぼ
す

（単
独
）
…
藤
原
師
輔

・
右
大
臣
正
三
位

（
一
九
）
２
、
源
光
？
・
右

大
臣
正
三
位

（
三
一
し

２
、
藤
原
教
通
・
太
政
大
臣
従
一
位

（
三
五
）
１
、

永
縁
僧
正

（
四
二
）
１
、
藤
原
教
通

（
八
一
）
２
、
僧
都

（
八
二
）
１
、
帝

釈
天

（
八
五
）
①
、
静
観
僧
正

（
一
〇
五
）
２
、
源
信
。
左
大
臣
正
三
位

（
一
一
四
）
１
、
上
達
部
・
四
位
以
上

（
一
五
七
）
１
、
慈
覚
大
師

（
一
七

〇
）
①
、
天
武
天
皇

（
一
八
六
）
２
、
大
友
皇
子

（
一
八
六
）
１
、
大
友
皇

子
の
妻
。
天
武
天
皇
の
娘

（
一
八
六
）
１

御
と
の
ご
も
る

（単
独
）
…
自
川
法
皇

（
六
六
）
１

御
…
あ
り

（単
独
）

御
尋
あ
り
…
自
川
法
皇

（
六
一〇

１
、
藤
原
忠
通

。
太
政
大
臣
従

一
位

（
七
五
）
１

御
祈
共
あ
り
‥
藤
原
実
頼

・
太
政
大
臣
従
一
位

（
一
八
三
）
１

御
感
あ
り
…
白
川
法
皇

（
六
六
）
２
、
堀
川
院

（
一
一
工０

１

御
幸
あ
り
…
鳥
羽
院

（
九
九
）
１

御
覧
あ
り
…
自
川
法
皇

（
一
二
九
）
２

御
覧
ず

（単
独
）
…
藤
原
伊
ヂ

・
太
政
大
臣
正
三
位

（
五
一
）
１
、
帝
釈
天

（
八
五
）
①
、
御
門

（
九
一
）
③
、
藤
原
忠
通
。
太
政
大
臣
従

一
位

（
一
〇

〇
）
１
、
醍
醐
天
皇

（
一
〇
一
）
１
、
村
上
天
皇

（
一
二
四
）
１
、
天
武
天

皇

（
一
八
六
）
１
、
藤
原
忠
通

（
一
八
八
）
３

き
こ
し
め
す

（
単
独
・
聞
く
）
…
堀
川
院

（
七
四
）
１
、
御
門

（九
一
）
②
、

陽
成
院

（
一
〇
六
）
１
、
朝
廷

（
一
一
四
）
１
、
村
上
天
皇

（
一
二
四
）
１
、

自
川
法
皇

（
一
二
九
）
１
、
天
皇

（
一
四
四
）
１
、
天
皇

（
一
四
五
）
１
、

朝
廷

（
一
五
一こ

①
、
朝
廷

（
三
ハ
五
）
１

さ
せ
お
は
し
ま
す

（単
独
）
‥
熱
日
の
神

（
四
六
）
１
、
自
川
法
皇

（
六
一Ｃ

さ
せ
た
ま
ふ
（単
独
）
…
藤
原
頼
通
・
太
政
大
臣
従
一
位

（九
）
１
、
藤
原
師

輔

・
右
大
臣
正
三
位

（
一
九
）
２
、
藤
原
伊
ヂ
。
太
政
大
臣
正
三
位

（五
一
）

４
、
自
川
法
皇

（
六
六
）
１
、
藤
原
教
通
・
太
政
大
臣
従
一
位

（
八
一
）
２
、

不
明

（
八
一一〇

１
、
帝
釈
天

（
八
五
）
①
、
鳥
羽
院

（九
八
）
１
、
仏
。
観

音

（
一
〇
八
）
２
、
清
和
天
皇

（
一
一
四
）
１
、
村
上
天
皇

（
一
二
四
）
１
、

新
仏

（
一
三
六
）
１
、
天
皇

（
一
四
四
）
１
、
天
皇

（
一
四
七
）
１
、
宇
多

院

（
一
五
一
）
１
、
陽
成
院

（
一
五
八
）
１
、
藤
原
道
長
・
太
政
大
臣
従
一

位

（
一
八
四
）
１
、
文
徳
天
皇
の
后

（
一
九
三
）
１

す

（
単
独
・
助
動
詞
）
…
生
活
に
苦
し
ん
で
い
た
女

（
一
三
一
）
１

せ
お
は
し
ま
す

（
単
独
）
…
加
茂
大
明
神

（
六
四
）
１
、
鳥
羽
院

（
七
五
）
１
、

堀
川
院

（
一
一
六
）
１
、
自
川
法
皇

（
一
二
九
）
１

せ
た
ま
ふ
（
単
独
）
…
藤
原
頼
通

。
太
政
大
臣
従
一
位

（九
）
３
、
藤
原
師

輔

・
右
大
臣
正
三
位

（
一
九
）
１
、
村
上
天
皇

（
一
九
）
２
、
嵯
峨
天
皇

（
四
九
）
１
、
藤
原
伊
ヂ
・
太
政
大
臣
正
二
位

（
五
一
）
２
、
藤
原
頼
通

（
七
一
）
１
、
藤
原
頼
長

・
太
政
大
臣
従
一
位

（
七
二
）
３
、
藤
原
教
通

・

太
政
大
臣
従
一
位

（
八
一
）
１
、
帝
釈
天

（
八
五
）
③
、
御
門

（
九
一
）
③
、

藤
原
朝
成
。
中
納
言
従
二
位

（九
四
）
１
、
藤
原
頼
長

（
九
九
）
３
、
醍
醐

天
皇

（
一
〇

一
）
４
、
陽
成
院

（
一
〇
六
）
１
、
御
門

（
一
〇
七
）
②
、
清

和
天
皇

（
一
一
四
）
１
、
堀
川
院

（
一
一
六
）
１
、
村
上
天
皇

（
一
二
四
）

５
、
藤
原
詮
子
・
大
后
宮

（
一
四
三
）
１
、
宇
多
院

（
一
五
一
）
３
、
覚
快

法
親
王

（
一
八
二
）
１
、
藤
原
道
長
・
太
政
大
臣
従
一
位

（
一
八
四
）
２
、

天
武
天
皇

（
一
八
六
）
１
、
藤
原
基
経
・
太
政
大
臣
従
一
位

（
一
九
一
）
２

た
ぶ

（単
独
・
与
え
る
）
…
永
超
僧
都

（
六
七
）
１
、
藤
原
忠
通

“
太
政
大

臣
従
一
位

（
七
五
）
１
、
家
主
。
身
分
不
詳

（
七
七
）
１
、　
一
条
寺
僧
正



（
七
八
）
１
、
御
門

（
九
一
）
①
、
鳥
羽
院

（九
八
）
１
、
藤
原
忠
通

（
一

〇
〇
）
１
、
堀
川
院

（
一
一
一０

２
、
清
水
寺
の
観
音

（
一
三
一
）
１

た
ま
は
す

（
単
独
）
…
藤
原
朝
成
。
中
納
言
従
二
位

（九
四
）
１

た
ま
ふ

（単
独
・
与
え
る
）
…
嵯
峨
天
皇

（
四
九
）
１
、
御
門

（
一
〇
七
）
①

た
ま
ふ

（単
独
・
補
助
動
詞
）
‥
源
信
・
権
少
僧
都

（
一
）
１
、
神
仏

（
三
）

１
、
源
師
時

・
権
中
納
言
正
三
位

（
六
）
３
、
龍
門
の
聖

（
七
）
２
、
地
蔵

菩
薩

（
一
一〇

３
、
仏

（
一
一〇

１
、
藤
原
師
輔

・
右
大
臣
正
三
位

（
一

九
）
１
、
醍
醐
天
皇

（
二
〇
）
２
、
静
観
僧
正

（
二
〇
）
２
、
静
観
僧
正

公
一
一
）
３
、
左
京
の
大
夫

・
従
四
位

（
二
三
）
１
、
上
司
の
人
々
。
本
人

六
位

（
二
四
）
１
、
近
衛
少
将

・
五
位

（
二
六
）
１
、
仏

（
三
二
）
１
、
源

光
？
・
右
大
臣
正
三
位

（
三
二
）
２
、
藤
原
教
通
。
太
政
大
臣
従

一
位

（
三

五
）
４
、
大
僧
正
覚
獣

公
二
七
）
１
、
伯
の
母
・
常
陸
守
五
位
の
妻

（四
一
）

１
、
伊
勢
の
大
輔

・
筑
前
守
正
五
位
の
妻
の
子
孫

（
四
一
）
１
、
地
蔵
菩
薩

（
四
四
）
１
、
藤
原
頼
通

。
太
政
大
臣
従
一
位

（
四
六
）
１
、
観
修
僧
正

（
六
一
）
１
、
藤
原
道
長

・
太
政
大
臣
従
一
位

（
六
三
）
１
、
慈
恵
僧
正

（
六
九
）
３
、
藤
原
教
通

（
八
一
）
２
、
地
蔵

（
八
二
）
５
、
僧
都

（
八
二
）

１１
、
炎
魔
王

（
八
三
）
１
、
藤
原
師
氏

・
大
納
言
正
三
位

（
八
四
）
４
、
藤

原
師
氏
の
妻
、
若
君
（八
四
）
１
、
藤
原
伊
チ
・
太
政
大
臣
正
三
位

（八
四
）

２
、
帝
釈
天

（
八
五
）
①
、
孔
子

（九
〇
）
③
、
御
門

（
九
一
）
②
、
大
王

（九
一じ
③
、
后

（
九
二
）
②
、
藤
原
朝
成
。
中
納
言
従
二
位

（九
四
）
６
、

源
高
明
。
左
大
臣
正
三
位

（
九
七
）
１
、
藤
原
師
輔

（九
七
）
１
、
藤
原
頼

長

・
太
政
大
臣
従
一
位

（
九
九
）
２
、
藤
原
忠
通
・
太
政
大
臣
従
一
位

（
一

〇
〇
）
１
、
普
賢
菩
薩

（
一
〇
四
）
１
、
静
観
僧
正

（
一
〇
五
）
６
、
陽
勝

仙
人
・
静
観
僧
正
の
弟
子

（
一
〇
五
）
２
、
陽
成
院

（
一
〇
一〇

１
、
宝
志

和
尚

（
一
〇
七
）
②
、
御
門

（
一
〇
七
）
①
、
大
隅
守

（
一
一
一
）
１
、
藤

原
良
房

・
太
政
大
臣
従

一
位

（
一
一
四
）
６
、
源
信
。
左
大
臣
正
二
位

（
一

一
四
）
４
、
清
和
天
皇

（
一
一
四
）
２
、
堀
川
院

（
一
一
一〇

１
、
藤
原
実

資

・
右
大
臣
従
一
位

（
一
二
一
）
１
、
村
上
天
皇

（
一
二
四
）
１
、
藤
原
兼

通

・
太
政
大
臣
従
一
位

（
一
二
四
）
３
、
源
頼
信

。
上
野
守
従
四
位

（
一
二

八
）
１
、　
日
蔵
上
人

（
一
三
四
）
２
、　
四
天
王
、
梵
天
、
帝
釈
天

（
一
三

六
）
１
、
達
磨
和
尚

（
一
三
七
）
③
、
提
婆
菩
薩

（
一
三
八
）
⑥
、
龍
樹
菩

薩

（
一
三
八
）
②
、
龍
樹
菩
薩
の
弟
子

（
一
三
八
）
①
、
慈
恵
僧
正

（
一
三

九
）
１
、
内
記
上
人

（
一
四
〇
）
１
、
藤
原
公
季
。
太
政
大
臣
従
一
位

（
一

四
一
）
７
、
餘
慶
僧
正

（
一
四
二
）
４
、
増
賀
上
人

（
一
四
三
）
２
、
藤
原

詮
子
。
大
后
官

（
一
四
三
）
２
、
天
皇

（
一
四
五
）
１
、
源
融
・
左
大
臣
従

一
位

（
一
五
一
）
１
、
一孔
子

（
一
五
一じ
③
、
梵
天
、
帝
釈
天
等
諸
天
神

（
一
五
四
）
①
、
上
達
部
・
四
位
以
上

（
一
五
七
）
１３
、
天
皇

（
一
六
五
）

１
、
国
守
の
子

（
一
六
五
）
１
、
伝
教
大
師

（
一
六
八
）
１
、
観
世
音
菩
薩

（
一
六
九
）
２
、
聖

（
一
六
九
）
１
、
慈
覚
大
師

（
一
七
〇
）
⑭
、
武
宗

（
一
七
〇
）
②
、
宣
宗

（
一
七
〇
）
①
、
玄
奨

（
一
七
一
）
①
、
唐
の
王

（
一
七
二
）
①
、
優
婆
堀
多

（
一
七
四
）
⑥
、
海
雲
比
丘

（
一
七
五
）
⑨
、

文
殊
菩
薩

（
一
七
五
）
①
、
り
ん
法
師

（
一
七
五
）
①
、
新
羅
国
の
后

（
一

七
九
）
⑤
、
新
羅
国
の
御
門

（
一
七
九
）
①
、
藤
原
仲
平
。
左
大
臣
正
二
位

（
一
八
三
）
２
、
藤
原
道
長

（
一
八
四
）
５
、
天
武
天
皇

（
一
八
六
）
１２
、

大
友
皇
子

（
一
八
六
）
３
、
大
友
皇
子
の
妻

・
天
武
天
皇
の
娘

（
一
八
六
）

３
、
天
智
天
皇

（
一
八
一〇

１
、
藤
原
基
経

。
太
政
大
臣
従
一
位

（
一
九

一
）
５
、
相
応
和
尚

（
一
九
三
）
５
、
文
徳
天
皇
の
后

（
一
九
三
）
３
、
不

動
明
王

（
一
九
三
）
３
、
興
正
僧
都

（
一
九
四
）
１
、
仁
戒
上
人

（
一
九

四
）
５
、
始
皇
帝

（
一
九
五
）
③
、
釈
迦

（
一
九
五
）
②
、
孔
子

（
一
九

七
）
②



つ
か
は
す

（単
独
・
行
か
す
、
や
る
）
…
藤
原
頼
通
。
太
政
大
臣
従
一
位

（九
）

１
、
炎
魔
王

（
八
三
）
１
、
醍
醐
天
皇

（
一
〇
一じ

２
、
御
門

（
一
〇
七
）

①
、
内
記
上
人

（
一
四
〇
）
１
、
朝
廷

（
一
六
五
）
１
、
藤
原
道
長
・
太
政

大
臣
従
一
位

（
一
八
四
）
１
、
藤
原
忠
通
。
太
政
大
臣
従
一
位

（
一
八
八
）

１
、
文
徳
天
皇
の
后

（
一
九
三
）
１

つ
か
は
す

（単
独
・
贈
る
、
与
え
る
）
…
藤
原
伊
升
。
太
政
大
臣
正
三
位

（
五

一
）
２
、
伝
教
大
師

（
一
六
八
）
１
、

つ
か
は
す

（
「
つ
か
は
す
」
＋
尊
敬
語
）
‥
御
門

（
一
〇
七
）
①
、
藤
原
詮
子
・

大
后
宮

（
一
四
三
）
１

つ
か
は
す

（尊
敬
語
＋

「
つ
か
は
す
し

‥
・醍
醐
天
皇

（
一
〇

一
）
１

の
た
ま
ふ

（単
独
）
‥
道
祖
神

（
一
）
１
、
仲
胤
少
僧
都

（
一し

１
、
源
師

時

・
権
中
納
言
正
三
位

（
六
）
３
、
龍
門
の
聖

（七
）
１
、
左
京
の
大
夫

・

従
四
位

（
二
三
）
１
、
藤
原
教
通

。
太
政
大
臣
従
一
位

（
三
五
）
１
、
僧

（
四
四
）
２
、
高
貴
な
人

（
五
一
）
１
、　
一
乗
寺
僧
正

（
七
八
）
１
、
僧
都

（
八
二
）
１
、
炎
魔
王

（
八
三
）
４
、
不
明

（
八
三
）
１
、
大
王

（
九
二
）

②
、
藤
原
朝
成
。
中
納
言
従
二
位

（九
四
）
２
、
法
師

（
一
〇
一
）
１
、
聖

（
一
〇
四
）
２
、
陽
勝
仙
人

・
静
観
僧
正
の
弟
子

（
一
〇
五
）
２
、
老
僧

（
一
〇
八
）
１
、
神
主

（
一
一
九
）
１
、
藤
原
実
資
・
右
大
臣
従

一
位

（
一

二
一
）
２
、
藤
原
兼
通

・
太
政
大
臣
従
一
位

（
一
二
四
）
１
、
達
磨
和
尚

（
一
三
七
）
①
、
提
婆
菩
薩

（
一
三
八
）
①
、
餘
慶
僧
正

（
一
四
二
）
２
、

上
達
部
。
四
位
以
上

（
一
五
七
）
１
、
慈
覚
大
師

（
一
七
〇
）
②
、
唐
の
王

（
一
七
二
）
①
、
優
婆
堀
多

（
一
七
四
）
②
、
海
雲
比
丘

（
一
七
五
）
④
、

寛
朝
大
僧
正

（
一
七
六
）
２
、
藤
原
仲
平
・
左
大
臣
正
三
位

（
一
八
三
）
３
、

藤
原
道
長
・
太
政
大
臣
従
一
位

（
一
八
四
）
１
、
天
武
天
皇

（
一
八
六
）
２
、

藤
原
基
経
・
太
政
大
臣
従

一
位

（
一
九
一
）
１
、
女
房

・
毘
沙
門
天
の
化
身

（
一
九
二
）
１
、
不
動
明
王

（
一
九
三
）
１
、
仁
戒
上
人

（
一
九
四
）
１

ま
し
ま
す

（
単
独
）
…
道
祖
神

（
一
三
六
）
１
、
龍
樹
菩
薩

（
一
三
八
）
①
、

不
破
の
明
神

（
一
八
六
）
１
、
不
動
明
王

（
一
九
三
）
１

ま
す

（単
独
）
…
大
友
皇
子
の
妻
。
天
武
天
皇
の
娘

（
一
八
六
）
１

ま
ゐ
る

（単
独
）
…
家
主
。
身
分
不
詳

（
七
七
）
１
、
藤
原
朝
成
。
中
納
言
従

二
位

（
九
四
）
２

め
す

（
「め
さ
る
」
、
差
し
出
さ
せ
る
）
‥
自
川
法
皇

（
六
一〇

１

め
す

（
「め
さ
る
」
、
招
く
）
…
鳥
羽
院

（
九
八
）
１
、
文
徳
天
皇

（
一
九
三
）

め
す

（
「め
す
」
＋
動
詞
＋

「
る
ｏ
ら
る
し

‥
・御
門

（
一
五
一一じ
①
、
藤
原
基

経

・
太
政
大
臣
従

一
位

（
一
九
一
）
１
、
文
徳
天
皇
の
后
に
仕
え
て
い
る
人

々
２

九
３

１

め
す

（単
独
・
食
べ
る
、
飲
む
）
…
藤
原
朝
成
。
中
納
言
従
二
位

（
九
四
）
１
、

天
武
天
皇

（
一
八
六
）
２
、
仁
戒
上
人

（
一
九
四
）
１

め
す

（単
独
・
取
る
）
…
藤
原
道
長
・
太
政
大
臣
従
一
位

（
一
八
四
）
１
、
藤

原
基
経
・
太
政
大
臣
従

一
位

（
一
九
一
）
１

め
す

（単
独
・
招
く
、
呼
ぶ
）
…
郡
司

（
四
）
１
、
源
師
時
・
権
中
納
言
正
三

位

（
六
）
１
、
醍
醐
天
皇

（
二
〇
）
２
、
内
供
奉

（
二
五
）
１
、
炎
魔
王

（
四
四
）
１
、
藤
原
俊
綱
・
修
理
大
夫
正
四
位

（
四
六
）
１
、
藤
原
道
長

・

太
政
大
臣
従
一
位

（
六
一
）
１
、
蔵
人
頭

。
四
位

（
七
四
）
１
、
近
衛
舎

人
。
宮
中
の
神
楽
の
舞
人
の
長

（
七
四
）
２
、
鳥
羽
院

（
七
五
）
１
、
家

主
・
身
分
不
詳

（七
七
）
４
、
家
主
に
仕
え
て
い
る
者

（
七
七
）
１
、
炎
魔

王

（
八
三
）
３
、
御
門
（九
一
）
④
、
藤
原
朝
成
。
中
納
言
従
二
位

（九
四
）

２
、
陽
成
院

（
一
〇
六
）
１
、
大
隅
守
・
五
位

（
一
一
一
）
１
、
清
和
天
皇

（
一
一
四
）
１
、
堀
川
院

（
一
一
一０

２
、
雑
色

（
一
三
一じ

１
、
藤
原
詮



子

・
大
后
宮

（
一
四
二
）
２
、
天
皇

（
一
四
四
）
１
、
唐
の
王

（
一
七
〓
）

①
、
朝
廷

（
一
八
九
）
１
、
藤
原
基
経

・
太
政
大
臣
従
一
位

（
一
九
一
）
５
、

国
守

（
一
九
二
）
１

ら
る

（単
独
・
助
動
詞
）
‥
源
師
時
。
権
中
納
言
正
三
位

（
六
）
１
、
藤
原
通

俊

・
権
中
納
言
従
二
位

（
一
〇
）
１
、
源
雅
俊

・
権
大
納
言
正
三
位

（
一

一
）
１
、　
一
の
人
・
摂
政

。
関
白

（
一
八
）
１
、
藤
原
忠
家
。
大
納
言
正
二

位

（
三
四
）
２
、
自
川
法
皇

（
六
六
）
１
、
御
室
戸
僧
正

（
七
八
）
２
、　
一

乗
寺
僧
正

（
七
八
）
１
、
藤
原
伊
テ
・
太
政
大
臣
正
三
位

（
八
四
）
１
、
御

門

（
九
一
）
①
、
源
高
明
・
左
大
臣
正
三
位

（九
七
）
１
、
藤
原
師
輔

・
右

大
臣
正
三
位

（九
七
）
１
、
醍
醐
天
皇
の
側
近

（
一
〇

一
）
１
、
静
観
僧
正

（
一
〇
五
）
１
、
郡
司

（
一
〇
六
）
１
、
堀
川
院

（
一
一
六
）
１
、
内
記
上

人

（
一
四
〇
）
１
、
藤
原
詮
子
・
大
后
宮

（
一
四
三
）
１
、
聖
宝
僧
正

（
一

四
四
）
ｒ
、
天
皇

（
一
四
七
）
１
、
朝
廷

（
一
六
五
）
１
、
仏

（
一
七
三
）

１
、
寛
朝
大
僧
正

（
一
七
六
）
１
、
藤
原
実
頼

・
太
政
大
臣
従
一
位

（
一
八

三
）
１
、
藤
原
基
経
の
側
近

（
一
九
一
）
１
、
始
皇
帝

（
一
九
三
）
①

↓

「
お
ほ
せ
ら
る
」、

「
お
は
す
」
＋
動
詞

＋

「
ら
る
」

〔（
六
一こ

１
、

（
九
二
）
①
、

（
一
〇
七
）
①
〕
、

「
め
す
」
＋
動
詞
＋

「ら
る
」

〔２

九

こ

１
、

２

九
３

１
〕

る

（単
独
・
助
動
詞
）
‥
藤
原
通
俊

・
権
中
納
言
従
二
位

（
一
〇
）
３
、
源
雅

俊

・
権
大
納
言
正
三
位

（
一
一
）
２
、
検
非
違
使
別
当
四
位

（
二
二
）
１
、

大
僧
正
覚
猷

（
三
七
）
１
、
常
陸
守
・
五
位

（
四
一
）
１
、
大
姫
君
・
常
陸

守
正
五
位
の
娘

（
四
一
）
１
、
藤
原
伊
チ
・
太
政
大
臣
正
三
位

（
五
一
）
１
、

検
非
違
使
別
当
四
位

（
五
八
）
１
、
後
朱
雀
院

（
六
三
）
２
、
源
義
家
正
四

位

（
六
六
）
１
、
永
超
僧
都

（
六
七
）
１
、
慈
恵
僧
正

（
七
九
）
２
、
僧
・

身
分
不
詳

（
七
二
）
１
、　
一
乗
寺
僧
正

（
七
八
）
９
、
炎
魔
王

（
八
三
）
１
、

不
明

（
八
三
）
２
、
御
門

（
九
一
）
①
、
藤
原
朝
成
。
中
納
言
従
二
位

（九

四
）
１
、
清
和
天
皇

（
一
一
四
）
１
、
堀
川
院

（
一
一
六
）
１
、
源
頼
信

・

上
野
守
従
四
位

（
一
二
八
）
１
、
内
記
上
人

（
一
四
〇
）
１
、
若
公
達

（
一

四
五
）
１
、
天
皇

（
一
六
五
）
１
、
海
雲
比
丘

（
一
七
五
）
①
、
藤
原
道

長
・
太
政
大
臣
従
一
位

（
一
八
四
）
２
、
藤
原
顕
光

・
左
大
臣
従
一
位

（
一

八
四
）
１
、
藤
原
実
定

・
左
大
臣
正
三
位

（
一
九
〇
）
１
、
不
明

（
一
九

〓
じ

１
、
始
皇
帝

（
一
九
五
）
①

↓

「
お
ぼ
さ
る
」
、

「
お
ほ
す
」
＋
動
詞
＋

「
る
」

パ
二
〇
）
２
、

（
〓
一

九
）
１
〕
、

「
つ
か
は
す
」
＋
尊
敬
動
詞

〔２

四
三
）
１
〕
、

「め
さ
る
」

（
招
く
）

〔（九
八
）
１
、

（
一
九
三
）
１
〕
，
「め
す
」
＋
動
詞
十

「
る
」

〔２

五
三
）
①
〕

三

前
項
で
調
査
し
整
理
し
た

『宇
治
拾
遺
物
語
』
の
尊
敬
語
を
地
位
等
に
よ
っ

て
数
量
的
に
整
理
す
る
と
左
記
の
表
の
よ
う
に
な
る

（院
、
法
皇
、
皇
子
、
皇

女
、
大
后
宮
、
日
本
の
朝
廷
は
天
皇
の
欄
に
、
仏
神
に
関
す
る
も
の
は
仏
神
の

欄
に
、
外
国
の
朝
廷
は
外
国
の
王
の
欄
に
整
理
す
る
事
に
す
る
。
又
、
妻
は
夫

の
、
子
は
父
の
地
位
で
取
り
、
主
語
が
複
数
の
時
は
そ
の
中
で
一
番
地
位
の
高

い
毬
”
“
輸
』
濤
黎
吋
』
ｒ
硝
郵
」
表 っ
ぃ
な
な
け
群
姐
れ
に
肺
は
な
辞
郡
は
「

ア
ラ
ビ
ア
数
字
を
囲
ん
で
い
る
○
印
は
説
話
の
舞
台
が
外
国
で
あ
る
事
を
示

す
。）。



お
ぼ
す

お
ほ
す

お
ぼ
し
め
す

お
は
す

お
は
し
ま
す

い
ま
す

あ
そ
ば
す

単
独
お
ぼ
さ
る

お
ほ
せ
…
る

。
ら
る

お
ほ
せ
ら
る

お
は
せ
つ
か
は
す

単
独

行
く
、
来
る

あ
る
、
い
る

行
く
あ
る
、
い
る

4 1 1 9 1
天
皇

1 1 1 4 5 一
位

8 1 1 3 3 二
位

2 三
位

2 2 1 2 1 l
四
位

2 五
位

5 2 4
仏

神
① ① ① ① ① ② ②

1 1 1 1 そ
の
他② ②

1
不
明

② ② ① ⑤ ① ① ①

外
国
の
Ｔ

① ① ② ② ④
外
国
人

17 1 18 4 1 42 5 27 28 1 1
合
計

② ② ② ② ① ⑤ ② ② ⑥ ③ ② ②



つ
か
は
す

た
ま
ふ

（補
助
動
詞
）

た
ま
ふ

（動
詞
）

た
ま
は
す

た せ せ

（
さ

せ
）

お

は
し
ま
す

す

（助
動
詞
）

き
こ
し
め
す

御
覧
ず

御
‥
あ
り

御
と
の
ご
も
る

贈
る
、
与
え
る

行
か
す
、
や
る

せ
た
ま
ふ

さ
せ
た
ま
ふ

さ

せ
）

た
ま

ふ

せ
お
は
し
ま
す

さ
せ
お
|ま

し
ま
す

4 6 9 30 ユ 3 7 1

3 4

2 2 1 4 6 1

1

5

1 l 20 1 3 3 1 2

⑤ ③ ① ④ ①

1

⑮

1 ユ

① ② ② ① ① ⑤ ⑤ ③ ③

①

3 14 1 1 9 4 2 l

① ② ⑪ ① ① ③ ① ③ ③ ④



る め
す
ま
ゐ
る

ま
す
ま
し
ま
す

の
た
ま
ふ

る ら

る

ら

る
） 一

食
べ
る
、
飲
む

一
取
る

一
招
く
、
呼
ぶ

単
独
め
し
:

る

ら
る

め
さ
る

尊
敬
語
＋
つ
か
は
す

っ
か
は
す
＋
尊
敬
語

差
し
出
さ
せ
る

招
く

5 2 1 1 1 1

3 5 2 8 9

20 2

1 1 ユ 1

5 2

2 2 2

1 4 4 6

3 1 1 1

②

3 1

② ② ④ ⑤ ⑤ ① ⑥ ③ ①

① ① ① ③

42 2 4 44 2 2 49 3 1 45 1 １

一
①③ ② ⑤ ⑤ ⑤ ① ⑥ ① ⑬

91



右
記
の
整
理
表
で

「そ
の
他
」
の
欄
の

「お
は
す
」

（
二
例
）
、

「
た
ま
ふ

（複
助
動
詞
ビ
　
（
一
六
例
）
、

「
の
た
ま
ふ
」

（
二
例
）
に
○
印
を
付
し
た
も

の
が
あ
る
が
、
こ
の
用
例
数
の
す
べ
て
は
慈
覚
大
師

（
日
本
人
）
で
あ
る
。

さ
て

『宇
治
拾
遺
物
語
』
の
敬
語
の
考
察
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
先
学
の
御

指
摘

「『宇
治
拾
遺
物
語
』
を
十
三
世
紀
初
め
の
国
語
資
料
と
し
て
一
括
し
て

取
り
扱
う
べ
き
で
は
な
く
、
研
究
分
野
に
よ
っ
て
は
各
説
話
の
内
容
を
吟
味

。

時中”̈〔記「で」』̈一『』̈“中崚議̈韓一̈摯一わ慮める」一一］『

ら
考
察
し
て
行
き
た
い
と
思
う
。

ま
ず
最
高
敬
語
の
あ
る
な
し
に
つ
い
て
見
て
み
た
い
。
右
記
の
整
理
表
で
天

皇
の
み
に
使
用
さ
れ
て
い
る

（外
国
の
王
と
の
重
複
使
用
も
含
む
）
も
の
を
見

て
み
る
と
、

「あ
そ
ば
す
」

「
お
ほ
せ
つ
か
は
す
」

「
お
ほ
せ
…
る

・
ら
る
」

「
お
ぼ
さ
る
」

「御
と
の
ご
も
る
」

「き
こ
し
め
す
」

「
た
ま
ふ

（動
詞
ビ

「
つ
か
は
す
＋
尊
敬
語
」

「尊
敬
語
＋
つ
か
は
す
」

「
ま
す
」

「
め
さ
る
」
で

あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
於
け
る
用
例
数
が
非
常
に
少
な
い
の
で
何
と
も
言
い
難

い
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
中
で

「き
こ
し
め
す
」
は
用
例
が
八
例
あ
る
事
か

ら
、　
一
応
最
高
敬
語
と
認
め
て
良
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
思
う
。
こ
の
八
例

の
各
説
話
の
時
代
的
広
が
り
は
八
世
紀
後
半
か
ら

一
一
世
紀
後
半
で
あ
る

（
八

世
紀
後
半
‥

一
六
五
話
、
九
世
紀
半
ば
…

一
四
五
話
、
九
世
紀
後
半
…

一
〇
六

ゴ
時緩繁
一囀討珈．が
話一つて
梅
琳
騨
な見一年聟
、

，ンし
、

〓「』一̈
｛「一』奢
畢摯一中̈
二一峯̈
一
「開事事畔）

一
四
五
話

（
『今
昔
』
巻
二
八
の
二
四
話
…

「
聞
食
し

と
あ
り
、
こ
れ
ら
三
例
の

「き
こ
し
め
す
」
は
先
行
文
献
に
依
拠
し
た
も
の
と

考
え
ら
れ
る
が
、
他
の
五
例
に
つ
い
て
は
先
行
文
献
が
現
在
の
と
こ
ろ
な
い
の

で
何
と
も
言
え
な
い
。

「き
こ
し
め
す
」
は
天
皇
に
八
例
使
用
さ
れ
て
い
る
他

に
外
国
の
王
に
三
例
使
用
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
内
先
行
文
献
の
明
ら
か
な
も

の
は
次
の
二
例
で
あ
る
。

九

一
話

（『今
昔
』
巻
五
の
一
話
…

「聞
給
」

「聞
給
し

右
記
の
二
例
か
ら
は
先
行
文
献

へ
の
依
拠
は
全
く
見
ら
れ
な
い
だ
け
で
な
く
、

こ
の
二
例
は

『宇
治
拾
遺
物
語
』
の
編
者
の
改
変
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

こ
こ
に
は
編
者
の
敬
語
意
識
が
働
い
て
い
る
と
考
え
て
良
い
と
思
う
。
こ
の
事

と
先
行
文
献
の
明
ら
か
で
な
い
六
例

（
一
例
は
外
国
の
王
）
と
を
考
え
合
わ
せ

る
時
、
編
者
に
は

「き
こ
し
め
す
」
に
最
高
敬
語
と
し
て
の
意
識
が
あ

っ
た
と

言
え
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
先
行
文
献
と

一
致
す
る
三
例
に
つ
い
て
は
編

者
の
意
識
と
先
行
文
献
と
が

一
致
し
た
も
の

（
先
行
文
献
に
依
拠
し
た
と
い
う

事
は
否
定
し
な
い
が
）
で
あ
る
と
考
え
た
い
。
次
に
仏
神
に
の
み
使
用
さ
れ
て

い
る
も
の
で
あ
る
が
、
仏
神
の
み
に
使
用
さ
れ
て
い
る
も
の
は
な
く
、
仏
神
と

外
国
人

（龍
樹
菩
薩
が

一
例
）
に
使
用
さ
れ
て
い
る

「
ま
し
ま
す
」
が
四
例
あ

る
が
、
用
例
数
が
少
な
い
事
か
ら
こ
れ
が
最
高
敬
語
か
ど
う
か
の
判
断
は
出
来

な
い

（
四
例
中
、
説
話
の
時
代
が
明
ら
か
な
の
は
、　
一
八
六
話
…
七
世
紀
後
半
、

一
九
三
話
…

一
〇
世
紀
前
半
、
の
二
話
で
他
の
二
話
の
時
代
は
不
明
で
あ
る
）
。

次
に
天
皇
と
仏
神
に
の
み
使
用
さ
れ
て
い
る
も
の
を
見
て
み
る
と
、

「
せ

（
さ

せ
）
お
は
し
ま
す
」
が
六
例

（
天
皇
四
例
、
神
二
例
）
あ
る
だ
け
で
あ
る
。
こ

の
六
例
の
各
説
話
の
時
代
的
広
が
り
は
一
一
世
紀
後
半
か
ら

一
二
世
紀
半
ば
で

あ
る

（
一
一
世
紀
後
半
…
四
六
話
、
六
六
話
、　
一
一
六
話
、　
〓

一九
話
、　
〓

一

世
紀
前
半
‥
七
五
話
、　
〓

一世
紀
半
ば
…
六
四
話
）。
先
行
文
献
と
の
関
係
を



見
て
み
る
と
、

六
四
話

（『古
事
談
〕
三
四
九
話
‥

「令
レ歎
給
し

六
六
話

（『古
事
談
』
三
二
四
話
…

「御
坐
ザ
リ
ケ
レ
バ
し

一
一
六
話

（『古
事
談
』
四
〇
〇
話
…

「令
レ問
御
ケ
レ
バ
し

と
あ
り
、
こ
れ
ら
三
例
の

「
せ

（
さ
せ
）
お
は
し
ま
す
」
は
先
行
文
献
と
は
同

じ
で
は
な
い
事
か
ら
、
こ
の
三
例
に
は
編
者
の
敬
語
意
識
が
働
い
て
い
る
と
考

え
て
良
い
と
思
う
。
他
の
三
例
に
つ
い
て
は
先
行
文
献
が
現
在
の
と
こ
ろ
な
い

の
で
何
と
も
言
え
な
い
。

「
せ

（
さ
せ
）
お
は
し
ま
す
」
は
六
例

（使
用
対
象

れ
赤
つ 皇
浸
呻
初
わ
０
最
ゆ
は
い
い
ノ
ン
７
編
鳴
力ヽ に
電
満
誦
利
婦
毀
醜
筐

「 の鎌
繭

し
ま
す
」

（
六
四
話
、
敬
意
の
対
象
・
金
泥
の
経
一
巻
）
が

「
せ
お
は
し
ま

す
」

（伊
達
本
、
陽
明
文
庫
本
、
御
所
本
）
に
な
っ
て
い
る
も
の
が

一
例
あ
る
。

こ
の
個
所
は
先
行
文
献
で
は

六
四
話

（『古
事
談
』
三
四
九
話
…

「令
レ立
御
タ
リ
し

と
あ
る
。
次
に
天
皇
と
一
位
に
の
み
使
用
さ
れ
て
い
る
も
の
を
見
て
み
る
と
、

「御
…
あ
り
」
が
九
例

（天
皇
七
例
、　
一
位
二
例
）
あ
る
だ
け
で
あ
る
。
こ
の

九
例
の
各
説
話
の
時
代
的
広
が
り
は
一
〇
世
紀
前
半
か
ら
一
二
世
紀
半
ば
で
あ

る

（
一
〇
世
紀
前
半
…
一
八
三
話
、　
一
一
世
紀
後
半
…
六
六
話
、　
一
一
六
話
、

一
二
九
話
、　
〓
一世
紀
半
ば
…
七
五
話
、
九
九
話
）。
先
行
文
献
と
の
関
係
を

見
て
み
る
と
、

六
六
話

（『古
事
談
』
三
二
四
話
…

「御
感
ア
リ
」
「有
御
尋
」
「有
御
感
し

一
一
六
話

（『古
事
談
』
四
〇
〇
話
…

「叡
感
ア
リ
し

一
八
三
話

（『今
昔
』
巻
二
〇
の
四
三
話
…

「祈
共
有
し

と
あ
り
、
六
六
話
の
三
例
は
先
行
文
献
に
依
拠
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、

他
の
二
例
は
先
行
文
献
と
同
じ
で
は
な
い
事
か
ら
、
こ
の
二
例
に
は
編
者
の
敬

語
意
識
が
働
い
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
現
在
の
と
こ
ろ
先
行
文
献
の
な
い

四
例
に
つ
い
て
は
何
と
も
言
え
な
い
。
又
、

「御
…
あ
り
」
は
九
例
中
七
例
が

天
皇
に
使
用
さ
れ
、
他
の
二
例
も
摂
政
関
白
を
経
験
し
太
政
大
臣
従

一
位
の
人

物
に
使
用
さ
れ
て
い
る
が
、　
一
八
三
話
の
藤
原
実
頼
は
説
話
の
場
面
で
は
右
大

将

。
従
三
位
で
あ
る
。
以
上
の
考
察
か
ら
、

「御
…
あ
り
」
は
最
高
敬
語
と
は

言
え
な
い
が
、
非
常
に
敬
意
の
高
い
敬
語
で
あ
る
と
は
言
え
る
と
思
う
。
こ
の

「御
…
あ
り
」
の
敬
意
度
に
近
い
も
の
に

「
お
ぼ
し
め
す
」
が
あ
る
。

「
お
ぼ

し
め
す
」
は
天
皇
に
五
例
、　
一
位
に
三
例
、
四
位
に
一
例
、
仏
神
に
一
例
、
外

国
の
王
に
一
例
使
用
さ
れ
て
い
る
が
、
四
位
の
一
例
に
は
本
文
異
同
が
あ
り
、

古
本
系

（伊
達
本
、
陽
明
文
庫
本
、
御
所
本
）
で
は

「
お
ぼ
す
」
で
あ
る
。
こ

の
一
例
を

「
お
ぼ
し
め
す
」
か
ら
除
く
と
、

「
お
ぼ
し
め
す
」

（
一
〇
例
）
は

天
皇
、　
一
位
、
仏
神
、
外
国
の
王
に
使
用
さ
れ
て
い
る
事
に
な
る
。
こ
の
一
〇

例
の
各
説
話
の
時
代
的
広
が
り
は
八
世
紀
前
半
か
ら

一
二
世
紀
半
ば

で
あ
る

（
八
世
紀
前
半
…

一
六
五
話
、
九
世
紀
後
半
…

一
一
四
話
、　
一
〇
世
紀
前
半
…

一
〇

一
話
、　
一
〇
世
紀
後
半
‥

一
五
七
話
、　
一
一
世
紀
前
半
‥
六
三
話
、　
〓

一

世
紀
半
ば
…
七
五
話
、　
一
〇
〇
話
。
八
五
話
と
九

一
話
の
時
代

は
不
明
で
あ

る
）。
先
行
文
献
と
の
関
係
を
見
て
み
る
と
、

麻菫調
｛「特誇『計〓は”端証欠「螂喰
『ヶ詢城説話^知』五六話‥

「
お
ぼ
し
め
さ
ん
し

九
一
話

（『今
昔
』
巻
五
の
一
話
…

「思
給
・ご
）

一
〇

一
話

（『吉
本
説
話
集
』
六
五
話
…

「
お
ぼ
し
め
す
よ
り
」

「
お
ぼ
し

め
せ
ば
し

と
あ
り
、
五
例
中
四
例
は
先
行
文
献
に
依
拠
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
先
行

文
献
が
現
在
の
と
こ
ろ
な
い
五
例
に
つ
い
て
は
何
と
も
言
え
な
い
。　
一
位
に
使



用
さ
れ
て
い
る
三
例
も
現
在
の
と
こ
ろ
先
行
文
献
の
な
い
も
の
で
あ
る
が
、
ヒ

の
三
例
は
三
例

（
七
五
話

一
例
、　
一
〇
〇
話
二
例
）
と
も
摂
政
関
白
を
経
験
し

太
政
大
臣
従
一
位
の
藤
原
忠
通
に
使
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
の
で
、

「お
ぼ
し

め
す
」
は
非
常
に
敬
意
の
高
い
敬
語
で
あ
る
と
言
え
る
と
思
う
。

次
に
敬
語
使
用
と
不
使
用
の
ラ
イ
ン
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
よ
う
と
思
う
。

右
記
の
整
理
表
で
敬
語
使
用
量
に
つ
い
て
見
て
み
る
と
、
二
位
と
三
位
の
間
に

落
差
が
あ
り
、
又
四
位
と
五
位
の
間
に
落
差
が
あ
る
事
が
わ
か
る
。
こ
の
二
つ

の
落
差
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
敬
語
使
用
と
不
使
用
の
ラ
イ
ン
と
い
う
事
か
ら

は
二
つ
の
ラ
イ
ン
は
考
え
ら
れ
ず
、
二
位
と
三
位
の
間
の
落
差
す
な
わ
ち
三
位

に
対
す
る
敬
語
使
用
量
の
少
な
さ
は
、
説
話
に
於
け
る
三
位
の
素
材
の
少
な
さ

が
原
因
で
あ
る
と
思
う
。
そ
う
す
る
と
、
敬
語
使
用
と
不
使
用
の
ラ
イ
ン
は
四

位
と
五
位
の
間
と
い
う
事
に
な
る
。
五
位
に
敬
語
が
使
用
さ
れ
て
い
る
も
の
は

一
一
例
あ
る
が
、
こ
れ
を
説
話
ご
と
に
整
理
し
て
み
る
と
、

二
六
話
　
た
ま
ふ

（補
助
動
詞
）
…
近
衛
少
将

一
例

四
一
話
　
た
ま
ふ

（補
助
動
詞
）
…
伯
の
母
・
常
陸
守
の
妻
一
例
、
伊
勢

の
大
輔

（筑
前
守
の
妻
）
の
子
孫

一
例

る
…
常
陸
守
一
例
、
大
姫
君
・
常
陸
守
の
娘

一
例

一
一
一
話
　
た
ま
ふ

（補
助
動
詞
）
…
大
隅
守
一
例

め
す

（単
独
）
…
大
隅
守

一
例

一
六
五
話
　
お
は
す
…
国
守
の
子
二
例

た
ま
ふ
（補
助
動
詞
）
…
国
守
の
子
一
例

一
九
二
話
　
め
す

（単
独
）
…
国
守
一
例

と
な
る
。
右
記
の
例
を
見
て
み
る
と
、
五
位
に
敬
語
が
使
用
さ
れ
て
い
る
例
は

一
一
例
あ
る
も
の
の
、
説
話
数
で
い
う
と
五
話
と
い
う
事
に
な
る
。
五
話
の
各

説
話
の
時
代
的
広
が
り
は
八
世
紀
後
半
か
ら
一
一
世
紀
半
ば
で
あ
る

（
八
世
紀

後
半
‥
一
六
五
話
、　
一
〇
世
紀
半
ば
…
一
一
一
話
、　
一
一
世
紀
半
ば
…
四
一
話
。

二
六
話
と
一
九
二
話
の
時
代
は
不
明
で
あ
る
）。
語
別
に
見
て
み
る
と
、

「
た

ま
ふ

（補
助
動
詞
Ｙ

が
五
例
、

「
お
は
す
」

「め
す
」

「
る
」
が
そ
れ
ぞ
れ

二
例
で
あ
る
。

「
た
ま
ふ

（補
助
動
詞
ビ

が
五
例
あ
る
と
い
う
事
は
、

「
た

ま
ふ
（
補
助
動
詞
ど

の
敬
意
度
が
あ
ま
り
高
く
な
い
事
を
示
し
て
い
る
と
考

え
て
良
い
と
思
う
。
先
行
文
献
と
の
関
係
を
見
て
み
る
と
、

四
一
話

（『古
本
説
話
集
』

二
〇
話
‥
伯
の
母
。
「
た
ま
ふ
」
、
伊
勢
の
大
輔

の
子
孫

。
「給
」、
常
陸
守
。
「れ
」
、
大
姫
君
。
「れ
し

一
一
一
話

（大
隅
守
。
「
お
こ
な
ひ
給
あ
ひ
だ
」
…

『今
昔
』
巻
二
四
の
五

五
話

「行

間
」、
『古
本
説
話
集
』
四
四
話

「を
こ
な
ふ
あ
ひ
だ
に
」。

大
隅
守
。
「め
す
な
り
け
り
」
…

『今
昔
』
巻
二
四
の
五
五
話

「召

也
」
、

『吉
本
説
話
集
』
四
四
話

「め
す
な
り
け
り
し

一
九
二
話

（
国
守
。
「め
し
て
」
…

『今
昔
』
巻

一
七
の
四
七
話
欠
文
、
「古

本
説
話
集
』
六
一
話

「召
し
て
し

と
あ
り

（
二
六
話
、　
一
六
五
話
は
現
在
の
と
こ
ろ
先
行
文
献
は
不
明
で
あ
る
）、

七
例
中
六
例
ま
で
が
先
行
文
献
に
依
拠
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
事
は

編
者
に
敬
語
意
識
が
な
く
、
た
だ
先
行
文
献
に
依
拠
し
た
だ
け
で
あ
稀
ど
考
え

誂
】

・。
な
い
携
岨
狂
魯
称
一、
先 一
行 一
好
而
秤
嚇
噺
車
珊
評
「
一
六 「
薫
講
』

一鰤
鋤
痢

（補
助
動
詞
ビ

が
二
例
、

「お
は
す
」
が
二
例
あ
る
事
と
は
編
者
に
敬
語
意

識
が
あ
っ
た
事
を
示
し
て
い
る
と
考
え
て
良
い
と
思
う
。
先
行
文
献
と
一
致
す

る
六
例
に
つ
い
て
は
編
者
の
意
識
と
先
行
文
献
と
が
一
致
し
た
も
の
（先
行
文

献
に
依
拠
し
た
と
い
う
事
は
否
定
し
な
い
が
）
で
あ
る
と
考
え
た
い
。
以
上
の

考
察
か
ら
編
者
の
敬
語
使
用
意
識
は
基
本
的
に
は
下
限
は
四
位
で
あ
る
が
、
例

外
的
に
は
五
位
に
も
敬
語
使
用
意
識
が
あ
っ
た
と
言
え
る
と
思
う
。



次
に
類
義
語
の
敬
意
度
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
よ
う
と
思
う
。

「お
は
し
ま

す
」

（天
皇
九
例
、　
一
位
五
例
）
と

「お
は
す
」

（天
皇
三
例
、　
一
位
八
例
）

に
つ
い
て
は
、

「お
は
し
ま
す
」
に
二
位
の
用
例
が
三
例
し
か
な
い
の
に
、

「
お
は
す
」
に
二
位
の
用
例
が
一
四
例
も
あ
る
事
か
ら
、

「
お
は
し
ま
す
」
が

「お
は
す
」
よ
り
も
敬
意
度
が
高
い
と
言
え
る
。

「
お
ぼ
し
め
す
」

（天
皇
五

例
、　
一
位
三
例
）
と

「お
ぼ
す
」

（単
独
、
天
皇
四
例
、　
一
位
三
例
）
に
つ
い

て
は
、

「お
ぼ
し
め
す
」
に
二
位
の
用
例
が
な
い
の
に
対
し
て
、

「
お
ぼ
す
」

に
二
位
の
用
例
が
八
例
あ
る
事
か
ら
、

「
お
ぼ
し
め
す
」
が

「
お
ぼ
す
」
よ
り

も
敬
意
度
が
高
い
と
言
え
る
。

「
お
は
す
」
と

「
の
た
ま
ふ
」
に
つ
い
て
は
、

「
お
ほ
す
」
に
天
皇
の
用
例
が
二
〇
例
も
あ
る
が
、
単
独
の
例
が
全
く
な
い
の

で
何
と
も
言
え
な
い
。
又
、

「
お
は
す
」
に
二
位
の
用
例
が
一
例
し
か
な
い
の

に
、

「
の
た
ま
ふ
」
に
二
位
の
用
例
が
一
〇
例
あ
る
が
、

「
お
ほ
す
」
の
単
独

例
が

一
例
し
か
な
い
の
で
、
両
者
の
敬
意
度
の
差
に
つ
い
て
は
何
と
も
言
い
難

い
。「
せ

（
さ
せ
）
た
ま
ふ
」

「
た
ま
ふ
（
補
助
動
詞
ビ
　
「
る

（
ら
る
ビ

に
つ

い
て
は
、
二
位
の
用
例
が
そ
れ
ぞ
れ
一
〇
例
、
四
五
例
、
三
三
例
で
あ
る
事
か

ら
、

「
せ

（
さ
せ
）
た
ま
ふ
」
が

「
た
ま
ふ
（補
助
動
詞
ビ
　
「
る

（
ら
る
ビ

よ
り
も
敬
意
が
高
い
と
言
え
る
。

「
た
ま
ふ

（補
助
動
詞
ビ
　
「
る

（
ら
る
ビ

に
つ
い
て
は
、

「
た
ま
ふ

（補
助
動
詞
Ｙ

に
天
皇
の
用
例
が
三
三
例
、　
一
位

の
用
例
が
三
九
例
あ
る
の
に
対
し
て
、

「
る

（
ら
る
Ｙ

に
は
天
皇
の
用
例
が

一
〇
例
、　
一
位
の
用
例
が
八
例
し
か
な
い
事
か
ら
、

「
た
ま
ふ

（補
助
動
詞
Ｙ

が

「
る

（
ら
る
ビ

よ
り
も
敬
意
度
が
高
い
と
言
え
る
。

〔注
〕
（１
）

「国
語
史
か
ら
み
た
『宇
治
拾
遺
物
語
』
の
『侍
り
』
と
『候
ふ
ヒ
　
〔『国
語

と
国
文
学
』
昭
四
三
年
一
一
月
〕

（２
）

『中
世
説
話
文
学
研
究
序
説
』

「第
二
章
、
編
者
の
敬
意
表
現
」
昭
四
九
年
一

一
月

（３
）

尊
敬
語
と
複
合
し
て
い
な
い
と
い
う
意
。
以
下
同
じ
く
す
る
。

（４
）
　
（　
）
内
の
漢
数
字
は
説
話
番
号
を
示
し
、
そ
の
下
の
ア
ラ
ビ
ア
数
字
は
用
例

数
を
示
す
。
以
下
同
じ
く
す
る
。

敬
意
の
対
象
が
定
か
で
な
い
意
。
以
下
同
じ
く
す
る
。

○
印
は
説
話
の
舞
台
が
外
国
で
あ
る
事
を
示
す
。
以
下
同
じ
く
す
る
。

具
体
的
な
人
物
と
し
て
は
は
っ
き
り
し
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
の
意
。
以
下
同
じ

く
す
る
。

『宇
治
拾
遺
物
話
』

（日
本
百
典
文
学
大
系
、
八
八
ベ
ー
ジ
）
の
頭
注
に
拠
る
。

注

（１
）
に
同
じ
．

注

（２
）
に
同
じ
。

桜
井
光
昭

『謳
購
宇
治
拾
遺
物
語
』

（平
元
年
六
月
、
武
蔵
野
書
院
）
の
上
欄

に
あ
る
「
一
般
的
な
同
文
的
説
話
」
に
拠
る
。
以
下
同
じ
く
す
る
。

『今
昔
物
語
集
』

（日
本
古
典
文
学
大
系
）
を
指
す
。
以
下
同
じ
く
す
る
。

小
林
保
治

『
育
事
談
上
・
下
』
）昭
五
六
年
一
一
月
、　
〓
一月
、
現
代
思
潮
社
）

に
拠
る
。
以
下
同
じ
く
す
る
。

（・４
）

吉
田
幸
一
『宇
治
大
納
言
物
語
伊
達
本

（下
）』

「古
典
豪
英
」
３

（育
典
文

庫
）
の
「古
活
字
阪
と
古
本
系
三
本
の
校
異
一
覧
」
に
拠
る
。
以
下
同
じ
く
す
る
。

（・５
）

山
内
洋

一
郎

『吉
本
説
話
集
総
索
引
』

（昭
四
四
年
四
月
、
風
間
書
房
）
に
拠

る
。
以
下
同
じ
く
す
る
。

（・６
）

注

（２
）
に
は
「『宇
治
拾
遺
物
語
」
に
お
い
て
は
、
国
司
階
級
に
は
一
切
の

敬
意
表
現
が
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
も
着
過
で
き
な
い
。」
と
あ
り
、
先
行
文
献

に
依
拠
し
敬
意
表
現
の
な
い
ま
ま
引
用
し
た
例
を
あ
げ
、
参
議
小
野
堂
に
類
話
に

敬
意
表
現
が
な
い
の
に
『宇
治
拾
遺
物
語
』
で
敬
意
表
現
が
付
加
さ
れ
た
と
思
わ

れ
る
も
の
も
あ
る
と
し
、

「端
的
に
言
え
ば
、
受
領
階
級
に
対
す
る
編
者
の
敬
意

表
現
を
う
か
が
う
こ
と
は
困
難
で
あ
り
」
と
あ
る
。

（・７
）

注

（２
）
に
は
「本
説
話
の
文
章
を
比
較
し
た
時
、

『宇
治
拾
遺
物
語
』
の
そ

れ
は
『今
昔
物
語
集
』
よ
り
も
、
よ
り

『古
本
説
話
集
』
に
近
い
。

「
し
た
ヽ
め

お
こ
な
ひ
給
あ
ひ
だ
」
と

『
し
た
た
め
行
ふ
あ
ひ
だ
に
』
と
い
う
両
文
を
比
較
し

た
時
、
『行
』
と

『給
』
の
誤
読
・
誤
写
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
な
い
で
も
な
　
％

い
。
つ
ま
り
、

『古
本
説
話
集
』
・
『宇
治
拾
遺
物
語
』
本
説
話
の
親
本
か
、
あ
る
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い
は
同
系
統
の
散
供
説
話
集
に

『古
本
説
話
集
』
の
本
文
の
ご
と
く
あ
っ
た
も
の

を
、

『
行
』
を

『
お
こ
な
ふ
』
と
読
み
な
が
ら
も
、
さ
ら
に
同
時
に

『給
』
と
誤

読

（誤
写
〉
し
た
結
果
、

『行
給
ふ
』
あ
る
い
は

『
お
こ
な
ひ
給
』
と
い
う
よ
う

な
本
文
が
で
き
あ
が
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。」
と
あ
る
。

―
―
武
庫
川
女
子
大
学
教
授
―
―


